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◼ GHG削減戦略

⚫2050年までに総量50％削減

⚫今世紀中にGHGゼロ排出へ

◼ EEDI規制

⚫GHG削減のための対策の一つ

⚫フェーズ３、その後のあり方も検討

⚫大幅なエネルギー効率改善が必要との見込み

◼ 省エネ技術搭載船：風力推進への期待

船にまつわる環境保全対策
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革新的省エネ技術のカテゴリ



「風速・風向の発現確率」？

◼ 船舶で風力推進を利用するには、全球の風速－風

向同時発現確率を適用し、効果を適切に評価する

こと（革新的省エネ技術ガイダンス）

◼ ドイツより全球の風速・風向発現確率が示されて

いる(MEPC62/INF.34）
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◼ GLOBUSでMEPC62/INF.34と同じ海域の風速・風向の発現頻度表を作成

◼ MEPC62/INF.34に記載の発現頻度表と比較し評価する

◼ 航路別の特性を明らかにする

評価の流れ
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GLOBUSドイツ文書

比較



評価方法



GLOBUS
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◼ GLOBUS：全球の波と風データベース

◼ 風と波に関する気象庁の推算値を、海技研が

データベース化

◼ 指定の海域において、気象・海象要素から同時

発現頻度表を作成

◼ 5種類の気象・海象要素から2要素(ものにより

3要素)で作成可能

海域区分 緯度2.5度、経度2.5度

利用可能な
気象・海象要素

有義波高、卓越波周期、卓越波向、
平均風速、平均風向

データ期間 2006年～2016年(10年間)

風速の定義 海面上から10ｍ

① 気象庁の風と波の推算値（GPV）を受信

② 気象・海象の各要素から長期の統計値を求める

③ 発現頻度表の形にする

データベース化の流れ



GLOBUS

操作画面

アウトプット

発現表の種類

海域

第80回実海域推進性能研究会 6



海域の定義
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◼ 全球の風速発現確率(MEPC62/INF.34）に

おいて取り上げられた代表航路

⚫全球平均だと、通航の少ない海域も含まれてしまう



◼ MEPC62/INF.34に示す代表航路と対

応する海域

◼ 代表航路より抜き出した6航路と対応す

る海域

⚫北大西洋航路（North Atlantic）

⚫北太平洋航路（North Pacific）

⚫インド洋航路（Indian Ocean）

⚫太平洋南北航路（West Pacific (NS)）

⚫大西洋南北航路（Atlantic (NS)）

⚫中東―極東航路（Middle East to Far East）

海域の定義
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風速に関する評価



代表航路の比較
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航路別評価（GLOBUSデータのみ）
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風速の統計値

Wind speed (m/s)

平均値 1ヶ月に1度 1年に1度

North Atlantic (N) 8.96 20.28 24.75

North Atlantic (S) 6.74 15.87 19.78

North Pacific (N) 8.44 19.81 21.12

North Pacific (S) 7.10 19.06 21.06

Indian Ocean (N) 5.85 14.52 17.15

Indian Ocean (S) 7.11 14.05 17.15

West Pacific (NS) 6.07 15.39 19.48

Atlantic (NS) 6.77 14.73 19.37

Middle East to
Far East

7.85 19.14 23.87

All routes 7.64 19.44 24.21

平均値が大きい
（風速の大きい風が起こりやすい）

風力推進の利用に有利
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風向に関する評価



代表航路の比較
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発現確率

MEPC62/INF.34 GLOBUS船首・船尾方向に偏り ほぼ一様に分布



代表航路の風速別評価
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航路別評価（GLOBUSデータのみ） 1/3
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◼ MEPC62/INF.34で示される全球の風

速・風向発現確率をGLOBUSを用いて

評価した

◼ 風速においては両者の傾向は似ていて

データの妥当性を確認した

◼ 風向においてはMEPC62/INF.34に発

現確率の偏りが見られた

◼ GLOBUS抽出データから、航路毎の風

速・風向発現の特徴を明らかにした

まとめ
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風速 風向

北大西洋 大 比較的均一

北太平洋 大 比較的均一

インド洋 小 斜めの風に大きく偏り

太平洋南北 中
横風に偏り

大西洋南北 中 斜めの風に偏り

中東－極東 小 斜めの風に偏り



ご静聴ありがとうございました

本研究の一部は，日本財団の助成事業である（一財）日本船舶技術研究協会の
「2019年度船舶の省エネ性能向上のための技術基準の検討に関する調査研究（省エ
ネ性能向上技術基準検討プロジェクト）－風力推進システムに関する他国提案の技

術的妥当性評価に関する作業－」により実施された。

関係者にお礼申し上げます。


